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ハードウェア構成
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SW 40 pins 3 pins D-SUB-9

CPU
H8-3069/25MHz

Reference voltage
4.1V

I2C Serial ROM
32KB

I2C Serial ROM
32KB

2ch Serial driver

RJ45

Pulse transformer

Debug portGeneral IO Serial port LAN

LAN controller
RTL8019AS

DRAM
2MB

Install SW
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ファームウェア構成

Monitor RTOS のインストールおよびハードウェデバッグの支援．

RTOS リアルタイムマルチタスク環境の提供．Ｗｅｂサーバに必要なミドルウェア．

Application ConDuLan を利用するためのプログラム．スクリプト言語 iomacro の実行環境を含む．

ROM files Web ページ情報．

Application data アプリケーションプログラムが使用するデータ．簡易スクリプト言語 iomacro で書かれたユー

ザプログラムが保存されます．

- 3 -

 

Hardware(ConDulan)

CPU flash ROM
Primary Serial ROM

Secondary Serial ROM

Customer 
hardware

Application programmes / DriversApplication data
(iomacro programme)

Real Time OS / Drivers

Monitor
ROM files
(Web data)
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初期状態でできること

ディジタル入力 40 点を PC の Web ブラウザを利用して監視する．

CPU 内蔵の 10 ビット 8 チャンネル AD コンバータを Web ブラウザから監視する．

CPU 内蔵の 8 ビット 2 チャンネル DA コンバータを使用してアナログ出力する．

AD および DA 利用の場合はディジタル入力は３２点となります．

DA 利用の場合は AD 入力は６チャンネルとなります．

購入後最初に ConDuLan の IP アドレスを設定する必要があります．初期アドレスは 192.168.0.254 です．
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PC Web ブラウザ
(IE, Mozilla, FireFox など )

ConDuLan
LAN(HTTP)

8 channel ADs

2 channel DAs

40 digital inputs
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初期設定での監視画面
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ディジタル入力監視画面 AD コンバータ監視画面 DA コンバータ出力画面
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初期状態から設定変更して利用できること

40 点入力ポートのうち最大 20 点まで出力ポートとして利用可能．

ネットワーク設定の変更． IP アドレス，サブネットマスク，ゲートウェイ IP アドレス，Web ポート番号，機器名称．

Web アクセス制限の設定．制限はパスワード認証およびクライアント IP アドレス認証．
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インターネット

ゲートウェイ

PC+Web ブラウザ

ConDuLan
ゲートウェイ

40 digital inputs/outputs

PC+Web ブラウザ

パスワード認証
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設定変更画面
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ディジタル入出力設定画面 ネットワーク設定画面 Ｗｅｂアクセス制限設定画面
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シリアルＲＯＭファイルの書き換えでできること

ConDuLan 内蔵の Web ページデザインの変更．

内蔵のロゴイメージデータを変更したり，各ポートの表示に独自の名前を与えることができます．

ConDuLan に含まれている CGI や SSI の動作の変更．

内蔵 SSI などが生成する Web データの書式を変更することができます．

ConDuLan のシリアルポートを利用して LAN-シリアル変換を実行．

telnet 手順で PC からアクセスしてシリアル機器とコミュニケーションできます．
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ROM ファイルの変更

- 9 -

 

ROM ファイルを変更してロゴを別のデザインにした例
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ROM ファイルの変更２
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初期状態の入力監視画面
Ｗｅｂページファイルを変更して別の
デザインにした例 ＳＳＩの出力フォーマットを変更した例
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簡易スクリプト言語 iomacro を利用してできること

ROM ファイルの変更では対応できない機能は簡易スクリプト言語 iomacro でプログラミングする．

スクリプト言語 iomacro を利用すると次のようなメリットがあります．

H8 ハードウェアリソースに直接アクセスできる．

マルチタスクプログラムを記述できる．

CGI，SSI などを記述して Web サーバと協調動作できる．

シリアルポートへメッセージを表示できる．

測定データを記録し，Web ブラウザで PC にデータを保存できる．

浮動小数点演算を実行できる．

電子メールを送信することができる．

素子を追加することで内蔵 LCD キャラクタディスプレィ，I2C，I2C メモリドライバソフトを利用できる．

そのほかにも ConDuLan 内蔵の豊富な機能を利用できる．
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iomacro による機能追加
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初期状態の AD コンバータ監視画面 iomacro によって電圧値の表示を追加した例
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I2C-RTC 実装基板追加によるＡＤデータログ

I2C インターフェースを持つリアルタイムクロックを実装した追加基板を ConDuLan に接続して AD データを収集

し，その結果を Web ブラウザでマイクロソフト・エクセルデータとして読み出す機能を追加した例．
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ConDuLan によるデータ収集画面
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インストール画面

ROM ファイルや iomacro プログラムのインストールは ConDuLan の

インストールモードで行います．基板前面のインストールスイッチを

押しながら電源を投入するとインストールモードになります．インストー

ルモードでは ConDuLan の Web 画面は右図のようなインストール画

面となります．

インストールモードではパラメータの初期化やネットワーク設定アプ

リケーションプログラムのインストールなどもおこなえます．

本文中に出てきた名称などは各社の商標あるいは登録商標です．
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インストール画面


